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平成 31 年 2 月17日(日)開催
当日来場者 243 人 ( 高校生ボランティア 6 名を含む）

主催  かまくら雪まつり実行委員会 ／ 後援  佐呂間町 佐呂間町商工会  佐呂間町教育委員会

佐呂間開発工業㈱､㈱岸組､髙橋土建㈱､㈱坂本建設
㈱面電気商会、 石塚建設㈱、 みのや産業㈱
㈲村岡建設、 佐呂間トラック㈱、 ㈲阿部工務店

佐呂間開発工業㈱、 ㈱岸組、 髙橋土建㈱
㈱坂本建設、 佐呂間トラック㈱

この社協だよりは共同募金の配分により発行しております

本号よりカラーでお届けします

さろま　しゃきょう

１Ｐ ･･･ 第 20 回かまくら雪まつり
２Ｐ ･･･ 平成 31 年度事業計画・予算
３Ｐ ･･･ 組織機構図・業務内容
４Ｐ ･･･ ご寄付

４Ｐ ･･･ ボランティア交流会
　　　　平成 30 年度おやくだち講座
　　　　高校 1 年生視覚障がい
　　　　体験学習

平成３１年 4月
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協　賛　佐呂間建設業協会 ( １０社）
　　　　髙橋土建 ( 株 )
　　　　森永乳業㈱佐呂間工場

会場設営　佐呂間土木技術協会(5社）
協　力　㈲石川重機工業

商工会青年部による前夜祭も大盛況

町内初の寒中ジンギスカンはおいしかったです

今年もソリすべりとゲーム大会は ジジババと子ども達に好評でした 来年もお楽しみに
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みんながつながり支え合う地域づくり
の推進

1) 地域に根ざした「つながり」の機会と場所の確保
2) 地区たすけあいチームの育成と活動支援
3) ボランティア活動の推進

佐呂間町社会福祉協議会　平成 31 年度事業計画

みんながつながり支え合う地域づくりの推進
福祉問題・生活課題を解決するための仕組みづくり
住民に顔の見える社会福祉協議会を目指して
法人運営の基盤強化

社会福祉協議会は、少子高齢化や暮らし方の多様化など、変化す
る社会の中で、福祉問題や生活課題の解決に取り組んでいます。
みんなで支え合い協力しあえる地域づくりを目指し、様々な地域
福祉活動を行ってまいります。

福祉
問題・生活課題を解決するための
仕組みづくり

1) 社会福祉、社協サービスについての情報提供
2) 幅広い世代の相談窓口やサービス体制の確立
3) 新たな制度による問題や様々な住民要望に
　応えるサービス

住民に顔の見える社会福祉協議会
をめざして

1) 定期的な広報誌の発行を行ない、行事や事業
　 各種福祉サービスの啓発を図る
2) 地域に出向き、懇談会や説明会を実施し地域
　福祉活動の内容と財源についての理解を求める

法人運営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の基盤強化

1) 法人運営の基盤強化
2) 指定管理事業等の受託と推進

平成 31 年度 事業予算の概要 平成 31 年度 事業計画の概要

※詳細な事業計画・予算は、老人福祉センターと ｢ しゃきょうホームページ ｣ でご覧いただけます
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社会福祉協議会
組 織 機 構 図

（平成 31年 4 月1日現在）

各係の主な業務内容

未来へつなごう サロマのしあわせ
社会福祉協議会は、地域に暮らす すべての人々が、いきいきと安心して暮ら
せるまちづくりを実現するため、未来へつながる福祉のしくみを作り続けます
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あたたかいご寄付をお寄せいただき、厚くお礼申し上げます。
みなさまからのご厚志は、町の福祉活動に活用することで、感謝の意とさせていただきます。

（平成３１年２月１４日～平成３１年３月 7日）

◎香典返しを廃して
･ 石　川　綾　子 様（北見市）
･ 難　波　利　明 様（北見市）
･ 山　下　壽　光 様（川　西 )
･ 近　藤　　　守 様（富武士）

･ 浅　田　　　清 様（西　富）
･ 澤　田　勇　治 様（知　来）
･ 近　藤　雅　人 様（富武士）

◎社会福祉事業に対して
･( 株 ) ドリームフロンティア
　代表取締役　高橋　俊道 様

あたたかいご寄付をありがとうございます

地域を支えるボランティアの交流会
　3 月 8 日、佐呂間町老人福祉センターで、
ボランティア交流会を開催しました。
　会場には町内で活動しているボランティ
ア 80 名が集い、3 月に卒業する高校生 6 名
にボランティアの感謝状を贈呈しました。
　また団体表彰として、西富地区のたすけ
あいチームに、感謝状を贈呈しました。

弁護士教えるダマされないヒント
　3 月 17 日、佐呂間町老人福祉センターで、
49 名の参加をいただき、平成 30 年度おやくだ
ち講座を開催しました。
　町内でも「アポ電」などの特殊詐欺が発生し
ていますが、今回は 紋別ひまわり基金法律事務
所の弁護士 梶本 貴之先生から「消費者被害の
対策と対応」を伝授していただきました。

障がいを学び自分を知る体験授業
　3 月 18 日、佐呂間高等学校で、視覚障が
い体験学習として、講話と点字体験が行わ
れました。
　高校 1 年生 23 名に、講師の小林精治さんが、
針灸師として社会に貢献してきた体験を元に、

「自立には決定・行動・責任が伴う」「人の本
領とは世の中にどれだけ尽くせるかだ」など、
進路を模索する生徒にエールを贈りました。


